
◇編集後記◇

　本学紀要も第 12 巻の発刊を迎えることとなりました。今回 12 編の論文により、植草

学園大学教員の研究成果が報告されております。お忙しい中、ご尽力頂きました執筆者

と査読者、そして編集委員の方々に深く御礼申し上げます。

　大学の責任として、社会に対して文化的公益をもたらす事が大切だと思います。「文明」

と「文化」を対比すると、「文」に「明」るいだけではなく、「文」を以って何某かに「化」

す、という「文化」の重要性が判り易いと思います。欧米ではよくなるための「化」学

反応という意味で「Chemistry」という言葉が頻用されます。ここに集まった論「文」が、

よりよい「文化」を導くための「化」学反応のきっかけになる事を祈念します。
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本紀要発刊に際して、飯田総務課課員のご尽力を得ました。

ここに謝意を表します。
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